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児童の疾走能力を高めるトレーニングに関する研究 
A SUTDY ABOUT THE TRAINING TO RAISE ABILITY  










































































































































げ速度（右脚腿下げ t4、左脚腿下げ t5、平均 t6）も算出した。 
② ストライド・ピッチ要因 




また、27m から 33m 付近の画像データから最高速度時のストラ
イド（右足離地時 s4、左脚離地時 s5、平均 s6）とピッチ（離地時
から離地時までp2）を算出した。これらの算出には動作分析ソフト











ング脚 θ15、接地脚 θ16、接地時平均：スイング脚平均 θ17、接地






              胸骨上縁                    胸骨上縁 
                （θ1、θ3、θ5）                （θ8、θ10、θ12）
（θ13、θ15、θ17）  
 足首    大転子      （θ2、θ4、θ6）      大転子       （θ7、θ9、θ11） 
                        （θ20、θ22、θ24）        スイング脚膝 
                接地脚膝    離地脚膝 
 スイング脚膝  
       足首      足首  （θ19、θ21、θ23）足首 
       （θ14、θ16、θ18）   
 
        ｙ軸                 ｙ軸      ｘ軸 
        接地脚                   離地脚 








pre50mタイム(ｓ) 9.04±0.71 9.04±0.70 9.03±0.72
post50ｍタイム(ｓ) 8.83±0.67 9.00±0.76 8.95±0.70
pre30mタイム(ｓ) 5.60±0.38 5.60±0.40 5.56±0.37
post30mタイム(ｓ) 5.49±0.37 5.60±0.45 5.56±0.39
pre20mタイム(ｓ) 3.44±0.36 3.43±0.30 3.47±0.36




































pre接地脚大腿角（deg） 152.3±3.8 153.8±4.0 154.4±3.2
post接地脚大腿角（deg） 154.4±3.3 154.8±4.4 155.2±2.8
preスイング脚大腿角（deg） 177.8±9.6 177.1±7.5 174.3±6.4
postスイング脚大腿角（deg） 177.1±8.0 179.6±8.1 175.9±4.7
pre接地脚膝角（deg） 144.6±5.6 145.3±5.6 147.6±4.5
post接地脚膝角（deg） 145.1±4.6 148.9±5.0 146.4±5.3
preスイング脚膝角（deg） 57.4±12.2 57.8±12.1 55.1±11.6
postスイング脚膝角（deg） 57.2±9.9 58.5±10.4 53.9±10.7
pre接地重心（m） 0.76±0.04 0.77±0.05 0.78±0.03
post接地重心（m） 0.80±0.05 0.82±0.07 0.80±0.04
pre接地膝距離（cm） 17.8±5.2 16.4±4.4 14.3±3.3
post接地膝距離（cm） 15.5±3.9 17.6±4.5 14.9±2.7
pre接地脚大腿角（deg） 202.2±3.2 201.1±4.5 202.4±3.3
post接地脚大腿角（deg） 203.2±3.2 201.6±4.0 203.2±4.1
preスイング脚大腿角（deg） 121.8±6.0 123.1±6.5 120.3±5.7
postスイング脚大腿角（deg） 120.9±4.8 123.2±5.6 119.5±5.0
pre接地脚膝角（deg） 149.7±6.8 148.4±5.9 151.0±4.8
post接地脚膝角（deg） 150.4±6.2 151.2±5.7 150.1±6.2
preスイング脚膝角（deg） 76.3±13.6 77.5±16.0 74.4±11.4
postスイング脚膝角（deg） 73.9±13.5 76.2±14.1 73.1±9.5
pre瞬間速度ｘ(m/s) 6.09±0.44 6.13±0.56 6.08±0.51
post瞬間速度ｘ(m/s) 6.34±0.41 6.19±0.63 6.24±0.52
pre瞬間速度ｙ(m/s) 0.47±0.13 0.50±0.15 0.49±0.10
post瞬間速度ｙ(m/s) 0.40±0.16 0.48±0.12 0.49±0.13
pre腿下げ速度(m/s) 1.10±0.22 1.17±0.20 1.14±0.15
post腿下げ速度(m/s) 1.27±0.25 1.20±0.28 1.25±0.19
pre瞬間ストライド(m) 1.53±0.12 1.53±0.12 1.51±0.17
post瞬間ストライド(m) 1.54±0.10 1.53±0.12 1.57±0.11
pre瞬間ピッチ(歩/ｓ) 3.74±0.37 3.71±0.27 3.69±0.36
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